
議　　題

利用者 ０名 １．実績報告

利用者家族 ０名 ２．第三者評価について

地域住民の代表者 ３名 ３．身体拘束について

市職員 １名

地域包括支援センター職員 １名

事業所 ３名

　　　・地域のお祭り等に参加してはどうか？

　　　今後は流行時を除き、基本的感染対策を行い屋外での催し物等に参加していきたいと思います。

　　　今後も身体拘束は行わない方針でいきたいと思っております。

３．身体拘束について
　　点滴をご自分で抜いてしまう利用者様が出た場合、身体拘束の是非についてご意見をいただきました。

　　グループホームらく令和４年４月、令和４年５月の主な出来事について報告させていただく。

２．第三者評価について

　　　・流行時は避けた方が良いが、それ以外は徐々に参加していっていいのではないか？

　　新型コロナウイルス等の感染対策のため、地域交流ができていない事から、今後の地域交流について
　　ご意見をいただく。

　　　・基本的な感染対策や体調のチェックを徹底し、地域交流を行っていってほしい。

　　　
　　　・屋内の催し物は避け、屋外で行われるものであれば、感染リスクを下げられるのでは？

　　　等のご意見をいただきました。

　　　・極力、拘束等がないよう配慮し、利用者様の安全と健康をまもれるよう対応してほしい。

　　　等のご意見をいただきました。

　　　・どうしても必要な点滴であれば、できるだけ短時間におさえて身体拘束を行う事も考えていいのでは？

　　　・点滴台を利用者様からみえないところに置いたり、針の刺入部を隠すなどしてみて対応してみては？
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開催予定だった日　　令和４年　５月２７日　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

ご意見等のまとめ
１．実績報告

報告・意見照会者


